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ための情報紙として、毎週お届けします。
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【7月15日】相馬野馬追まで2週間。原町区の駅前通り

では、相馬野馬追を盛り上げようと各商店会が旗指物を

掲げています。

●南相馬市HP「フォトレポ南相馬」より

色鮮やかな旗 九曜の旗

正面はＪＲ原ノ町駅 原ノ町駅からの風景

パソコンまたは
アクトビラ対応テレビで
見られます。

交流ルームひばりのテレビでも見られますよ！



被災自治体News

【福島県内市町村別】

2天栄村7大玉村29桑折町119須賀川市

3浅川町12石川町32田村市124白河市

3平田村12国見町33鏡石町154伊達市

4古殿町14磐梯町37川俣町176二本松市

7,336合 計5玉川村14会津美里町39西郷村394新地町

1富岡町5矢吹町18小野町44本宮市474会津若松市

1塙町5北塩原村21三春町61猪苗代町656郡山市

1柳津町6矢祭町21下郷町72会津坂下町736いわき市

1広野町7金山町24棚倉町74南会津町1,860福島市

2鮫川村7只見町26西会津町119喜多方市1,881相馬市

人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村

19,603)(7/55熊本県18滋賀県61青森県580神奈川県

19,660合 計5高知県18大分県71愛知県613栃木県

13※海外6香川県20広島県102静岡県655千葉県

-山口県8岡山県20岐阜県109岩手県858茨城県

1鹿児島県8鳥取県25福岡県117長野県920埼玉県

2宮崎県9愛媛県29沖縄県117福井県1,061東京都

3徳島県10三重県38石川県130秋田県1,268新潟県

3奈良県11富山県44京都府137北海道1,502山形県

4佐賀県14長崎県48兵庫県142山梨県2,971宮城県

4和歌山県14島根県54大阪府373群馬県7,439福島県

人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県

2012.7.12日現在 （南相馬市HPより）【都道府県別】

※南相馬市外に避難している人数南相馬市民の避難状況

南相馬市からのお知らせ

※1週間ごとに変わります。
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被災自治体News
南相馬市長メッセージ～相馬野馬追開催に向けて～

7月16日みなみそうまチャンネル番組より

※おことわり
これは、みなみそうまチャンネルで7月１６日から放送されている番組から文字に起こして編集したものです。
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今日は、平成24年度相馬野馬追についてお話し申し上げたい

と思います。

昨年3月11日の東日本大震災と引き続いて起こった東京電力

福島第一原子力発電所の事故によって、南相馬市民をはじめ相

双地方多くの方々が犠牲になりました。改めて衷心より哀悼の意

を表するものであります。

相馬野馬追の馬、そして騎馬武者、そして馬具武具についても、3月11日の大津波で多くが

流され、馬も約１００頭も犠牲になってしまいました。

しかしながら、そういう中にあっても、昨年、大震災復興三社野馬追として一千年の伝統を絶

やすことのない形で開催をいたしました。

本年度も、復興元年の位置づけとして通常通りの開催を予定しております。

相馬野馬追執行委員会としても、相馬太田神社、相馬小高神社、そして相馬中村神社の

三社が通常通りの開催に向けて今準備をしておりますし、出場騎馬も４０４騎を予定しております。

通常であれば５００騎弱が出場するところでありますけれども、あの震災の中にあっても４０４騎の

騎馬が出るということについては、宇多郷から標葉郷までの五郷の騎馬武者たちが、この伝統

を絶やさない、その思いと同時に、さらに、相双地方の旧相馬藩の復興を願って出場するもので

あります。

南相馬市、そして相馬野馬追執行委員会としても、この歴史的な伝統行事を、日本中は当

然のことでありますけれども、世界中に、復興の象徴として発信をしてまいりたいと考えております。

全国の皆さんに「相馬野馬追ここにあり」という意気込みで開催をしてまいりますし、騎馬武者

たちの威風堂々たる進軍をご覧いただきたいと心から願っております。

開催につきましては、7月28日（土）・29日（日）・30日（月）と３日間にわたって開催をいたします。

全国から現在でも通常通りの団体申し込みがございます。そういう中にあって、執行委員会、

南相馬市、相馬市、そして浪江町、双葉町、大熊町ともども努力をして、この開催に向けて取り

組んでおりますので、改めて、南相馬市雲雀ケ原会場に、本祭の日にはぜひお越しいただきた

いと心から願っております。

29日には「みなみそうまチャンネル」で、また「南相馬ひばりエフエム」でも中継をしてまいります。

スタッフともども万全な態勢で取り組んでおりますので、ぜひ、この中継もふまえてご覧いただけれ

ば、相馬野馬追の魅力がさらに満喫できるのではないかと、心から期待するものでございます。

最後に、今回の平成24年度相馬野馬追は、今までの伝統を絶やさないというだけではなく、

大震災、東京電力福島第一原発の事故からの心からの復興を願うと同時に、復興に向けて

の力強い意志を日本中、世界中に示してまいりたいというふうに全員が思っております。

どうか、南相馬市に、雲雀ケ原本祭会場にお越しいただきますとともに、この３日間の相馬野

馬追を満喫していただきますよう心から願っておりますし、執行委員会としても南相馬市としても万

全な態勢をもってお迎えすべく今準備を進めておりますので、7月28日、29日、そして30日の野馬

懸祭についてぜひご覧いただきますように心から願って、ご挨拶にかえさせていただきます。

南相馬市長

相馬野馬追執行委員長



被災自治体News

南相馬市学校・保育園給食食材放射能分析の取り組み
7月17日ＨＰ更新

現在南相馬市では、県が実施する食材等の放射能分析結果に基づき出荷制限となって
いない安全性が確認された食材を学校給食として提供しております。

平成24年4月から、学校・保育園給食で使用する食材の安全性を再確認することを目的
として放射性物質簡易分析を毎日全数検査で実施しております。分析については、ホーム
ページでご確認ください。

教育委員会事務局
学校教育課 ＴＥＬ： ０２４４－２４－５２８３
幼児教育課 ＴＥＬ： ０２４４－２４－５２４２

問い合わせ

測定機器：日立アロカメディカル（株）製 NaI（TI）シンチレーション検出器(CAN-OSP-NAI）
測定場所：学校・保育園給食実施校（※11校1施設）
測定方法：前日に、給食で使用する食材を1品目あたり約1kg採取し測定します。
測定項目：Cs134・Cs137
検出限界：20Bq/kg（20Bq/kg以下の数値については「検出せず」と表記致します）
測定頻度：各学校・保育園給食実施校、共に原則毎日行っています。
測定時間：各食材 3600秒

給食として提供されるまでの流れ

1 納入業者は、安全性の確認された食材を調達し、使用する前日までに納品されます。
2 学校では、使用される各食材を細かく刻み専用容器に詰めます。
3 「分析装置マニュアル」に従い、分析を開始します。(食材は１品ずつ検査します)
4 検査結果を学校・保育園へ報告し、「食品衛生法の規定に基づく食品中の放射性物質

の新基準」に従い、安全性の再確認を行います。安全性が確認された後、食材を調理し
ます。

5 上記の過程を経て、安全でおいしい給食として提供されます。（調理後の給食でも再
チェックを行います）

浜通り×さんじょうライフvol.634



被災自治体News

避難指示解除準備区域への帰還･復興を支援するための放射線モニタリング
測定結果の一部を公表 ふれあいニュースレター＜電子版＞7月12日版より

文部科学省、内閣府原子力被災者生活支援チーム、復興庁、環境省および福島県は、
今回、避難指示解除準備区域(南相馬市、田村市、川内村)への帰還に向けて、地元の要
望を踏まえ、安全･安心の確保に向けた詳細なモニタリングを実施しており、今般、今年6
月18日および19日に南相馬市で実施したモニタリング結果を公表しました。

■測定概要
南相馬市の小中学校、高等学校、幼稚園、保育所や、病院、図書館、児童館･児童セン

ター･障害児施設･放課後児童クラブの敷地内の主要なポイントにおける空間線量率(1ｍ
及び50㎝高さ)を測定。

■測定対象(14施設) 
･保育所: 市立おだか保育園
･幼稚園: 市立小高幼稚園、市立福浦幼稚園、市立金房幼稚園、市立鳩原幼稚園
･小学校: 市立小高小学校、市立福浦小学校、市立金房小学校、市立鳩原小学校
･中学校: 市立小高中学校
･高等学校: 県立小高工業高等学校、県立小高商業高等学校
･病院: 市立小高病院、医療法人創究会小高赤坂病院

■モニタリングの結果
･ 小中学校、高等学校、幼稚園、保育所の敷地内の空間線量率は、校庭･園庭等につい

て12施設のうち2施設が、毎時1.0マイクロシーベルト以上となっており、最大値は、毎時
1.47マイクロシーベルト(市立鳩原小学校の校庭、50㎝高さ)でした。また、玄関および昇
降口等の屋外におけるコンクリート敷地および教室等内については全て毎時1.0マイクロ
シーベルト未満でした。

･ 病院の敷地内の空間線量率は、屋外2施設のうち医療法人創究会小高赤坂病院の1カ
所(雨天時に敷地内の雨水を一時貯留する調整池として利用される場所)が、2.10マイク
ロシーベルト(50㎝高さ)でしたが、それ以外の屋外の空間線量率については、2施設とも
に全て毎時1.0マイクロシーベルト未満となっており、屋内については全て毎時1.0マイク
ロシーベルト未満でした。
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詳しくは、
今週号の資料（文部科学省発表）をご覧ください。

※南相馬市の避難世帯のみ



被災自治体News

浪江町からのお知らせ

浪江町内公共施設等の空間放射線量測定結果（７月１０日測定）について
7月12日ＨＰ更新

浜通り×さんじょうライフvol.636

※測定結果については、区域見直しとは関係ありません。

災害対策課 放射線対策係 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３

0.470.560.580.59浪江東中学校（校庭中央北東寄り）

4.11津島地区給食センター（センター入口）※

1.61旧津島保育所（敷地内中央）※

1.45津島保育所（所庭中央）※

2.01つしま活性化センター（玄関前）※

0.83コスモス保育園（園庭中央）※

0.32

0.39

0.58

0.19

1.09

3.36

1.23

1.73

5.20

4.18

3.68

5.21

10.92

2.35

5.51

6.35

6/15（曇）

1.91JR浪江駅（階段）※

0.250.250.29請戸小学校（正面玄関東寄り）

0.370.400.61幾世橋小学校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

0.560.560.68エスエス製薬（株）福島工場敷地（北西）

0.510.210.20浪江町役場（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

1.101.321.29浪江日本ブレーキ（株）ゲート前

3.453.453.71浪江高等学校（校庭中央北西寄り）

1.201.221.30浪江小学校（校庭中央南東寄り）

1.831.301.48ふれあいセンターなみえ（ｸﾞﾗﾝﾄﾞ中央北西寄り）

5.206.336.70浪江中学校（北出入口）

4.323.654.11大堀小学校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

3.723.333.68川添字中上ノ原地内（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

5.154.725.47苅野小学校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

10.9610.4211.45浪江高等学校津島校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

2.332.332.55津島中学校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

5.395.325.83津島小学校（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄから）

7.486.656.63役場津島支所（西寄り）

7/10（晴）5/18（雨）4/20（曇）測定地

（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)

問い合わせ

「※」は除染モデル実証事業済み箇所



被災自治体News

浪江町国民健康保険に加入されている皆様へ
7月12日ＨＰ更新

～8月1日に更新される受給者証等のご案内～

高齢受給者証（もえぎ色）
現在、ご使用中の国民健康保険高齢受給者証（以下：高齢受給者証）の有効期限が、平

成24年7月31日までとなっております。70歳以上75歳未満の方について、新しい高齢受給
者証を、7月下旬に避難先情報をもとに郵送いたします。（申請は不要です）

特定疾病療養受領証（クリーム色）
厚生労働大臣が指定する特定疾病（人工透析が必要な慢性腎不全、先天性血液凝固

因子障害の一部、血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV感染症）に該当される方で、
『特定疾病療養受領証』をすでに交付を受けている方に、新しい『特定疾病療養受領証』
を7月下旬に避難先情報をもとに郵送いたします。（申請は不要です）

なお、国民健康保険に新しく加入し、上記の疾病に該当される方は手続きが必要なので
お問い合わせください。

限度額適用・標準負担額減額認定証（みどり色）の更新時期です
現在入院中の方や、これから入院する予定の方について、入院時食事療養費および入

院時生活療養費の自己負担額をご負担いただくようになります。（医療費については平成
25年2月28日まで免除）
この認定証は、住民税非課税世帯の方が入院する際に、医療機関の窓口に提示すること
により減額されます。この減額は、申請した月の初日までしか遡ることが出来ないため、お
早めに申請してください。（浪江町国保および後期高齢者医療以外の保険証の方は、ご加
入の保険者へお問い合わせください。）

・手続き方法
郵送または浪江町役場二本松事務所および各出張所にて手続きできます。

・手続きに必要なもの
①限度額適用・標準負担額減額認定申請書（役場の窓口に備え付けてあります。）
②印鑑（シャチハタ、スタンプ印は不可）

※郵送の場合は所定の箇所に押印してください
③該当者の被保険者証（国民健康保険…白色か薄紫色）および申請者の身分証明書

※郵送の場合はコピーを添付
④平成23年8月1日以降、90日以上入院されている方は、入院期間がわかる書類（領収

書や入院証明書など）
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健康保険課 国保年金係 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３問い合わせ
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後期高齢者医療のお知らせ
7月12日ＨＰ更新

被保険者証の更新について
後期高齢者医療に加入している方の保険証の有効期限は7月31日までです。新しい保

険証を7月末まで順次簡易書留で役場へ登録された避難先へ郵送いたします。保険証が
届かなかったり、記載内容に誤りや不明な点がありましたら、下記までお問い合せください。

今回の更新においては平成23年分の所得が未確定のため、所得による一部負担金の割
合が判定できません。そのため、暫定的に一部負担金の割合が「1割」の証を発行いたしま
す。平成23年分の所得が確定次第、所得による負担割合が「3割」となる方に関しましては、
改めて負担割合「3割」の証を交付いたします。

また、入院中の方で住民税非課税の方などに交付されている「限度額適用認定・標準負
担額減額認定証」も有効期限が7月31日までです。引き続き交付を受ける場合は、被保険
者証と認印を持参の上窓口で手続きする方法または郵送で、更新の手続きをしてください。

平成24年度保険料のお知らせ
平成24年度の後期高齢者医療保険料について、浪江町の被保険者は全員が免除にな

りましたので納入通知書は届きません。

健康保険課 国保年金係 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３問い合わせ

被災者生活再建支援金の申請期限延長のお知らせ
7月12日ＨＰ更新

7月10日付けで被災者生活再建支援金の申請期限が延長されました。

基礎支援金 平成26年4月10日まで （12カ月延長）

加算支援金 平成30年4月10日まで （48カ月延長）

被災者生活再建支援金の詳細は、ホームページをご覧ください。

福祉こども課 福祉係
ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３ （内線150、151）

問い合わせ

浜通り×さんじょうライフvol.638



被災自治体News
二本松市内の仮設住宅の空間放射線量測定結果（７月１７日測定）

7月17日ＨＰ更新

（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)

0.32

0.11

0.25

0.37

0.20

0.21

0.18

0.24

0.23

0.24

0.27

0.21

0.33

0.20

0.34

7/2
曇

0.280.280.290.300.29 0.30浪江小学校（旧下川崎小）玄関脇

0.240.240.240.240.36 0.34浪江中学校（旧針道小）中庭

0.220.260.240.240.25 0.24建設技術学院跡仮設住宅 談話室掲示板前

0.240.240.280.240.25 0.26大平農村広場仮設住宅 集会所B-2側

0.180.190.210.190.20 0.20杉内多目的運動広場仮設住宅 F1西側

0.190.210.190.210.22 0.21杉内多目的運動広場仮設住宅 集会所1掲示板前

0.200.220.200.210.21 0.21旧平石小学校仮設住宅 集会所掲示板前

0.380.380.370.390.38 0.38杉田農村広場仮設住宅 集会所(B-3花壇前)

0.260.260.260.270.25 0.26杉田住民センター仮設住宅 談話室西側

0.120.110.130.110.11 0.13永田農村広場仮設住宅 東側掲示板前

0.330.320.320.330.35 0.32岳下住民センター仮設住宅 集会所前

0.250.210.260.250.27 0.27安達運動場仮設住宅 集会所B

0.320.360.350.340.35 0.39安達運動場仮設住宅 集会所A

0.200.200.230.200.21 0.21塩沢農村広場仮設住宅 集会所脇ポスト前

0.340.350.350.370.38 0.36郭内公園仮設住宅 北出入り口

7/17
曇

6/18
晴

6/4
晴

5/21
晴

5/7
晴

4/23
曇/雨測定地

甲状腺検査のお知らせ
7月17日ＨＰ更新

福島県で行っている甲状腺検査は、20歳までは2年ごと、それ以降は5年ごととなっており
ます。県が検査しない年は、町が独自に検査をすることになりました。県は昨年行っており
ますので、今年は町が行います。

対象者 平成23年3月11日時点で浪江町に住所を有し、0歳から18歳までの方で福島
県甲状腺検査第1回目を受診された方

実施時期 7月23日（月）から

実施場所 浪江町国民健康保険仮設津島診療所
二本松市油井字長谷堂230（安達運動場仮設住宅敷地内）

検査費用 無 料

検査内容 超音波検査／血液検査（白血球数、血液分画）／甲状腺機能検査

申込方法 「甲状腺検査申込書」を役場または津島診療所に提出してください。
検査日については、後日連絡いたします。

9浜通り×さんじょうライフvol.63

浪江町国民健康保険仮設津島診療所
ＴＥＬ： ０２４３－２４－１４３１

問い合わせ



被災自治体News

双葉町からのお知らせ

応急仮設住宅等の環境放射線量率簡易測定結果について
7月12日ＨＰ更新

【測定日：平成24年7月6日（金）】

0.1580.1960.1560.179つくば市：つくば連絡所

0.0700.0760.0590.050いわき市：南台応急仮設住宅

0.0910.0960.0910.096猪苗代町：上川原応急仮設住宅

0.1640.2410.0950.112会津若松市：城前応急仮設住宅

0.2860.3260.1560.165白河市：郭内応急仮設住宅

0.9821.5300.3680.275郡山市：日和田応急仮設住宅

0.4130.3470.1380.158郡山市：喜久田応急仮設住宅

0.5540.5350.3960.407郡山市：富田応急仮設住宅

0.1570.1780.1360.151福島市：さくら応急仮設住宅

0.4800.6080.3020.288福島市：北幹線第二応急仮設住宅

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

敷地内高線量地点
簡易測定値（μSｖ/h）

各集会所提示板前
簡易測定値（μSｖ/h）

測定箇所

問い合わせ 双葉町埼玉支所 住民生活課
ＴＥＬ： ０４８０－７３－６８８０（代）

大熊町からのお知らせ

「がんばろう福島！柏原芳恵のふりそそげ～愛コンサート」
無料チケットの配布について 7月13日ＨＰ更新

9月14日(金)に會津風雅堂で行われます「がんばろう福島！柏原芳恵のふりそそげ～愛
コンサート」の無料チケットを配布いたします。

配布日時 平成24年7月17日～ ※ 土日祝日を除く。
配布場所 大熊町役場 会津若松出張所 生涯学習課

※ 電話での申込はできません。

出演：柏原芳恵、涼風、hinaco、あべ静江、黒沢年男、
西口久美子、国安修二、江部和幸

日時：平成24年9月14日(金) 開場16:00 開演16:30
会場：會津風雅堂(大ホール)
料金：全席指定5,000円

※ 大熊町民無料(無料チケットが必要です)
※ 未就学児入場不可

問い合わせ

大熊町役場 会津若松出張所
生涯学習課
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４

浜通り×さんじょうライフvol.6310



被災自治体News

飯舘村長泥行政区の通行制限のお知らせ
7月13日ＨＰ更新

飯舘村における避難指示区域の見直しにより、平成24年7月17日から飯舘村長泥行政
区が帰還困難区域となります。

これに伴い、長泥行政区内の国道399号等の通行が制限されることとなります。

つきましては、国道399号をご利用の方は、県道62号(原町二本松線)比曽坂方面等への
迂回をお願いいたします。

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４

代替取得した建物の不動産登記に係る登録免許税の免除について
7月17日ＨＰ更新

原発事故による警戒区域設定等により、避難先で新たに建物を代替取得した場合、登記
に係る登録免許税について「建物所在証明書」を添付する事により、登録免許税が免除さ
れることとなりました。

詳しくは法務局ホームページ
(http://houmukyoku.moj.go.jp/fukushima/static/240605-menjyo.htm) をご覧ください。

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 税務課
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４
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被災自治体News

子どもの未来を守るコミュニケーションセミナーおよび
ホールボディーカウンター計測会開催のお知らせ 7月17日ＨＰ更新

メンタル、食、運動のスペシャリストがセミナーを開催します。放射能から身を守る実践的
方法を聞いてみませんか？ セミナー終了後、ホールボディーカウンター(内部被ばく検
査機、ベラルーシ製）を搭載したドクターカーにて計測会も行います。（対象は４歳以上～
大人の方まで、計測時間は約５分間です。）

日時 平成24年8月12日(日)

場所 会津若松市生涯学習総合センター(會津稽古堂) 3階研修室
(会津若松市栄町3番50号)

講師 宮島賢也（湯島清水坂クリニック院長）
辻野将之（そら鍼灸食養治療院）
長谷川一夫（長谷川接骨院院長）
陰山康成（高輪クリニック院長）
宇野賀津子（(財)ルイ・パストゥール医学研究センター室長）
谷 都美子（大阪ナリス化粧品・美容部長）

定員 セミナー 各100名
計測会 セミナー参加者の中から各20名)
（当日9:15から先着順で受け付け、事前予約不可）

費用 参加無料

申し込み 必要事項を記入の上、メールかFAXで下記へお申し込みください。
件名：「セミナー参加申し込み」
必要事項：午前・午後の別、名前、年齢、住所(市町村名)、連絡先電話番号
申込先： 【メール】 kodomo_mirai0812@yahoo.co.jp

【FAX】 0242-29-1406 

主催 アネッサクラブ／協働参画の会

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 生涯学習課
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４

浜通り×さんじょうライフvol.6312

14:30～16:3010:30～12:30計測会

13:30～14:309:30～10:30セミナー

13:15～9:15～受付

午後の部午前の部



被災自治体News

富岡町からのお知らせ

四巡目の一時帰宅が終了
7月17日ＨＰ更新

四巡目の一時帰宅につきましては、約2カ月間の日程において7月13日をもって終了しま
した。

今回より、国が主体となり受付事務を行うこととなりましたが、皆様のご協力により、大きな
トラブルもなく安全に終了することができました。

一時帰宅をした実績は次のとおりです。

立入日 5月19日～7月13日のうち当町に割当てられた月日（延15日間）

立入世帯数 約3,700世帯

立入者数 約8,900名

なお、五巡目の一時帰宅につきましては、現在、国の関係機関等と実施方法等について
の協議中であり、決定次第ご案内いたします。

問い合わせ 富岡町役場 ＴＥＬ： ０１２０－３３－６４６６

印鑑登録証明書申請時のご注意
7月17日ＨＰ更新

平成24年10月1日より、印鑑登録証明書の申請時に印鑑登録証（カード）の提示が必要
になります。

震災後、印鑑登録証を持ち出せなかった方が多くいらしたことにより、臨時の対応をとっ
てまいりましたが、一時帰宅の回数も増えましたので、10月1日（月）より通常の事務に戻り
ます。

このため、富岡町印鑑条例第16条により、印鑑登録証明書の交付を受けようとする場合
は、印鑑登録証を添えなければ申請できません。

郡山事務所および各出張所の窓口において申請する際は、印鑑登録証を必ずご提示く
ださい。

郵便での請求は継続して受け付けますが、印鑑登録証の写しを必ず添付してください。

※印鑑登録証の再交付につきましては、必要書類がありますので窓口にお尋ねください。

問い合わせ 健康福祉課 戸籍係 ＴＥＬ： ０１２０－３３－６４６６
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いわき市からのお知らせ

「赤ちゃんの駅」についてのお知らせ
7月2日ＨＰ更新

「赤ちゃんの駅」では、授乳とおむつ替えの場所を提供します。
本市では、子育てに配慮した生活環境の整備の一環として、赤ちゃん連れの家族が授

乳やおむつ替えのために気軽に立ち寄ることができる施設を「赤ちゃんの駅」と称して、認
定・登録し、広く周知することにより、子育て中の家族が安心して楽しく外出できる環境づく
りを進めています。

「赤ちゃんの駅」とは
「授乳」と「おむつ替え」の両方ができるスペース・設備（授乳室、ベビーベッドなど）があり、

赤ちゃん連れの家族が気軽に利用できる施設です。

各施設から申請していただき、市が認定・登録しています。

「赤ちゃんの駅」は授乳およびおむつ替えの場を提供するもので、専用の部屋がない施
設では、空き部屋等一時的に利用できるスペースを提供します。

赤ちゃんを連れて外出される際には、お気軽にご利用ください。

こちらのシンボルマーク(標示物）が目印です。
「赤ちゃんの駅」には、平成24年3月に公募により決定した「赤ちゃんの駅」シンボルマー

クを図案化したタペストリーおよびステッカー（利用者の目印となる標示物）を7月1日より掲
示します。

タペストリー ステッカー

問い合わせ
保健福祉部 児童家庭課児童家庭係
ＴＥＬ： ０２４６－２２－７４５２
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福島県からのお知らせ

｢除染情報プラザが展示内容を一新、リニューアルオープン(7月7日)

ふれあいニュースレター＜電子版＞7月12日版より

｢除染情報プラザ｣は、福島県と環境省が、除染に関する専門家を市町村等の要請に応
じて派遣するとともに、除染ボランティア活動等の関連情報の収集･発信を行う拠点として、
平成24年1月、原子力学会や日本原子力研究機構と連携して設置しました。

これまで、放射線全般に関する講習会や、除染を行う事業者への作業方法の説明等地
域のニーズに応じて、6月末までの専門家の派遣は76件、講習会の参加人数は4,275人と
なりました。

また、閲覧スペースについては、2月末にオープンし、これまでも県民の方々へ情報を発
信してまいりました。

今後、除染作業が各地で本格化されていくことを踏まえ、より多くの県民の皆様にご利用
いただけますように、放射線測定器の正しい測定方法を体験できるコーナー、福島県内各
地で行われている除染活動のトピックスのご紹介、大型テレビモニターによる最新のモニタ
リング結果･除染の進捗状況等の展示、放射線や除染に関するＱ＆Ａ、除染作業の具体
例などを充実します。

また、閲覧スペースの充実と共に、出張展示なども積極的に実施し、これまでよりもスピー
ド感を持って、除染に関わる進捗状況などを皆さまにお届けしてまいります。

■リニューアルポイント
○展示コーナー

除染に関する最新情報、関連トピックス、汚染状況、各市町村での
除染作業を行った地域の情報および進捗状況などをタイムリーに紹介します。

○放射線コーナー
放射線に関する疑問や対応に、タッチパネルモニター画面にふれるＱ＆Ａ

形式で回答します。
展示された放射線測定器を使っての放射線の測定体験ができます。

○除染コーナー
家や仮置き場の模型を使った、除染作業の内容や除染効果、安全確保の

ための対策などを紹介します。

○コミュニケーションコーナー
国の直轄地除染の取組やボランティア除染の情報を発信するとともに、

除染に関する最新技術資料や各自治体の除染資料などを提供します。

○コンサルティングコーナー
プラザ内に常駐しているアドバイザーが除染に関する来場者の質問や

相談をお受けします。

■開館時間 10:00～17:00 ※休館日 月曜日(祝日の場合は翌日)

詳しくは｢除染情報プラザ｣ホームページをご覧ください。
http://josen-plaza.env.go.jp/ 

問い合わせ 除染情報プラザ
福島市栄町1-31 NFC第2ビル 1階
ＴＥＬ： ０２４－５２９－５６６８
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交流ルームひばり通信

①地元福島の新聞「福島民報・福島民友」が、２・３日遅れですが、火・木・土の午前中に

届きます。（８月からは、木曜日が休館日のため、金曜日になります。）

②避難者が自由に使用できるパソコン２台とプリンター１台が、設置されています。

（この機会に、パソコン使用してみませんか？）

③畳１２畳のところに４６型液晶テレビ１台、中央に長い座卓があります。

（お茶の間利用にいいですよ。）※冷暖房設備あります。

④本棚には、絵本、単行本、など！ 囲碁・将棋盤もあります。

（時間が空いている時にどうですか？）

⑤冷蔵庫・電子レンジ・マッサージチェア１台ありますので、お立ち寄りの際にご利用くだ

さい。



交流ルームひばり通信
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①浜通り×さんじょうライフ配布について

８月１日から、交流ルームひばりスタッフが、浜通り×さんじょうライフを配

布することになりました。
できるだけ皆さんと接して、いろいろとお話を聞かせていただき、これからのひばり運営

に役立てていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。

②ひばりの開設時間・休館日について

●開設時間 ８：３０～１８：００ （７月３１日までは 8：30～２０：００）

●休館日 毎週木曜日

☆毎週木曜日に届く福島の新聞（福島民報・福島民友）は、金曜日になりますので、

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

ひばりスタッフ 一同

16:00 総合福祉センター内 交流ルームひばりに集合

16:30 諸連絡、出発（マイクロバス2台）

18:30ごろ 観覧場所到着

19:00 観覧

21:00 終了

( 23:00ごろ ) 総合福祉センター到着・解散

※交通渋滞などにより、到着が大幅におくれる場合があります。

おねがい

・観覧場所がビルの屋上でコンクリートのため、座布団など下に敷くもの

をご持参ください。

・屋上まで外階段で上りますが、照明がないため懐中電灯など照らすもの

をなるべくご持参ください。

８月２日(木)・３日(金)

問い合わせ 交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０
E-mail： hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp
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発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

生姜ご飯
豆腐のステーキ

沢煮椀
キャベツとヒジキの酢の物

ワラビ餅風デザート

問い合わせ・申し込み

交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０
(午前８時３０分～午後８時）
E-mail： hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

食推協議委員会の皆さんのご協力で行ってきました食事会を、今回は7月２５日（水）に

行いま〰す！

これまで参加された方はもちろん、新たに参加したいという方もみんなで、作って・食べ

て・お話をして、楽しい一日にしましょう！

＊親子での参加も大歓迎ですので、申し込みをお待ちしています。

とき・ところ

７月２５日(水) 総合福祉センター ３階

調理実習室 ９時～（調理）

会議室 １２時～（会食）

参加対象 三条市に避難されている方（会食のみの参加も大歓迎！）

参加費 一人 ３００円

募集人数 ３０人

申込締切 ７月２２日（日）

第４回

こんだて

024-924-7101郡山市

0243-33-1111本宮市

浪江町:男女共生センター内
（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校
（埼玉県加須市騎西598-1）

大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内
（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

024-525-3793福島市

市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0120-455-770

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

被災自治体 問い合わせ先一覧

1南相馬市鹿島区

11南相馬市原町区

12郡山市

1本宮市

1福島市

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 43

浪江町 9

双葉町 4

大熊町 2

富岡町 2

川内村 2

いわき市 1

三条市に避難している
世帯数( 2012.7.18現在）


